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班員：小栗康平 橋村ちひろ 井上歩 河村涼平 桑原里奈 宗野桂太 髙尾尚宏 

  TA：竹中太基

1.全体構想 
本マスタープランは 20 年後となる 2038 年度における

本市の将来の都市像を考え、土浦市のテーマを以下のよ
うに考えた。 

繋ぎたい「もの」がある、 

繋がりたい「ひと」がいる。 

つながりつちうら 
 

≫繋ぎたい「もの」 
土浦市には多くの魅力が存在する。全国 2 位の広さの

霞ヶ浦や、日本でも有数の規模で毎年多くの観光客を魅
了する土浦花火大会。生産量日本一を誇るレンコンやサ
イクリストに親しまれるりんりんロードなど、多くの未
来の土浦市に繋ぎたい「もの」がある。また、繋いでい
かなければならない「もの」であるのではないだろうか。
これらを将来の土浦に残せるようなまちづくりを目指す。 

 
≫繋がりたい「ひと」 
 土浦市で生まれ育った人はもちろん、家族や友人、地
域の人々。また土浦市で働いている人や土浦市に関わる
全ての人々が土浦市を形作り、彩っている。その中でも
っと関係を持ちたい人や、助けを求める人など、土浦市
の中でもまだまだ繋がりたいと考えている人々が多くい
る。そんな繋がりたい「ひと」と「ひと」が結びつきや
すい土浦市を目指す。 
 
≫つながりつちうら 

これらの繋ぎたい「もの」と繋がりたい「ひと」が交
わる場所こそが土浦市である。 

土浦市という空間の中で、歴史という時間の繋がりと
人々の心の繋がりを生み出すことを考え、このマスター
プランを提案する。 

 
2.地区別構想 

私たちの班では、土浦市を 5 つの地区に分けてそれぞ
れ地区ごとの構想を考えた。地区別構想は以下の通りで
ある。 
【新治地区】  

多様な自然を生かし、人々が足を運びたくなり、繋がり 
を生み出す地区を目指す。 
【神立・おおつ野地区】 
土浦協同病院を軸として、医療を繋ぐ中心としての地区
を目指す。 

【中心地区】 
衰退している商店街を再活用し、活気のある中心地を未
来に繋ぐことを目指す。 
【霞ヶ浦周辺地区】 
人々の憩いの場となるような水辺空間を創出し、人と水 
辺の繋がりをもたらす地区を目指す。 
【荒川沖地区】 
魅力的な住宅地として、住むだけでなく暮らしやすくな
るように住民同士が繋がれる地区を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 地区分け図 

 

 

3.分野別構想 
私たちの班では、市民の生活を支える分野として、以下
の 12 個に分けた。市民協働・福祉・工業・商業・防災・
財政・防犯・交通・教育・農業・環境・観光である。これ
らの分野が相互に関わり合い、土浦市の魅力や特徴を出
せることを目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         図 2 分野分け 

つながりつちうら 

繋ぎたい「もの」がある、繋がりたい「ひと」がいる。  
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4.重点計画 

私たちの班では重点計画として以下の 4 つを提案いたします。 

4.1 土浦愛のたまり場
【背景】 

中心地区は、近年大規模商業施設の撤退が相次ぎ、従
来の人の流れはなくなっていると考えられる。それに対
し、土浦市は市役所や市立図書館等の公共施設を土浦駅
前に移転することにより、中心市街地の賑わいを維持し
ようと施策を打っている。また、モール 505 の空きテナ
ント率は約 3 割であり、全盛期と比較するとその利便性
が低下している。空き店舗の有効活用と公共施設の誘致
市民参画のまちづくりの活性化を目的とした施策の提案
を行う。 

図１ モール 505 のテナント状況 

 

【提案】 
 図 1 からも分かるように西側に空きテナントが多くあ
る。この空きテナントを活用した新たな施設の設置を提
案する。1 階には市役所の新たな課として「コーディネ
ート課」を設置し、2 階と 3 階には「土浦花火ミュージ
アム」を設置する。 
 
① コーディネート課 

市と市民、また市の各局同士の連携性を高める為の各
団体の緩衝材となる組織を作る。市の課題を明確に公表
することで、市民の力を借り効果的な解決を図る。また
市民活動を行いたい市民の補助を行い、市民活動しやす
い環境を整備する。 

   図２ コーディネート課のモデル図 
 
コーディネート課のモデル図としては“各種団体が行

政の抱える課題解決の為に協力をする”「テーマ提示型」

と、“各種団体が行いたい事業や抱える課題を自由に提
案・相談することができる” 「フリー提案型」の 2 種類
を想定している。 
 施設の内容としては、コーディネート課の窓口と市民
が集えるオープンスペース、会議室、イベント時に使え
る多目的スペース、各種団体が情報交換できる情報コー
ナーを設ける。 
 
② 土浦花火ミュージアム 
 土浦市には大正時代からの歴史を持つ土浦花火大会が
開催され、毎年市内外を問わず多くの来場者が花火を楽
しむ。この「花火」に着目し、地元愛着と市街地への人
の流れを生むことを目指す施設を設置する。施設内容と
しては花火を知る、作る、考えるの 3 つを大きなテーマ
と掲げている。 
【効果】 
 まず空き店舗であるモール 505 を有効活用することで、
新築店舗を建てるよりも経費が削減できることやテナン
ト誘致により治安・景観改善の効果が考えられる。モー
ル 505 にコーディネート課を設置することで市の窓口と
市民の集会所が同じ場所に存在する。これにより、市民
が気軽に市と関わることができることやモール 505 が市
民協働の拠点になることが期待できる。さらに土浦花火
ミュージアムを設置することで、土浦市民はもちろんの
こと外部から来る観光客も花火への関心が高まる。これ
により、土浦花火大会の来場者の増加や観光収益の増加
花火が改めて土浦の誇りになり、地元愛着増加も見込め
る。これらのことから、モール 505 への客足が増え、衰
退しているモール 505 を再び活気あふれた商店街にする
ことができ、さらに土浦のことを考える市民が増えると
いう効果が考えられる。 
【費用】 

中心市街地地区における提案内容にかかる費用は以下
の通りである。 
初期費用(テナント引越・改装費)  103,000(千円) 
年間運営費(家賃・人件費等)   9,700(千円) 
【課題】 
 この提案を実施するにあたって、西側のテナント改装
に向けて他店舗の協力が必須であることや新施設を含む
モール 505 の集客増加の見込みの目処が立たないこと、
コーディネート課の権威の持たせ方が課題として挙げら
れる。1 つ目は移転費用を市が負担することで他店舗の
理解を得ることで協力を仰ぐこと、2 つ目は回覧板や口
コミにより PR を行ったり、定期的にイベントを開催し
たりすることで持続的な集客の確保を図り、3 つ目は市
長や副市長がコーディネート課に直接関わることで権威
を持たせるといった方法で課題解決を図る。

(平成 29年 11月 1日現在) 

東→ ←西 
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4.2 ひろがるメディカル
【背景】 
神立・おおつ野地区の特徴として、土浦協同病院を含
め、医療機関が充実していることが挙げられる。そこ
で、神立・おおつ野地区では、土浦協同病院を活かした
医療分野に関する提案を行う。 
また、土浦市全体における医療福祉分野の課題として、
総合病院が不足している点、療養病床が不足している
点、高齢者の人口が増加している点が挙げられる。 
これらの問題を解決するために、土浦協同病院を活かし
効率的な医療を実現するための提案を行う。 
【提案】 
私たちは、住民への効率的な医療の提供を実現するた
め、医療分野におけるICT化の徹底を提案する。同意を
取得できた患者の情報は、土浦協同病院の管理のもと、
地域の診療所、介護施設、薬局で共有される。 
本事業によって「医療機関間での情報共有に基づく重複
検査・投薬」「患者情報の共有に基づく医療ミス」によ
り発生する無駄な医療費を削減することが可能である。 
【効果】 
 住民は、土浦協同病院とかかりつけ医療機関、薬局間 
で情報共有をすることで、医療機関が変わっても安心し
て受診することができる。また、土浦協同病院を中心と
した総合病院では、過去の情報を活かして救急医療にも
すぐ対応することが可能である。 
 

図3 モデル図 
 
【費用と便益】 
費用：ネットワーク構築費       約2,000万円 
   各医療機関がシステム入会時にかかる費用   

約80,000円 
便益：「医療機関間での情報共有に基づく重複検査・投
薬等の回避」及び「患者情報の共有に基づく医療ミスの
回避」により削減できる費用    年間約1,200万円 
 これらより、20年間事業を継続し続けた場合の費
用・便益は5.45となる。 
【課題】 
本提案における課題としては、プライバシー・セキュリ
ティ対策、事業の継続、またICTリテラシーの格差が挙
げられる。これに関しては使用方法が分からない医療機
関に対し講座を開設する。そこでは、モール505に置く
予定であるコーディネート課を積極的に活用していくよ
う促したいと考えている。 

4.3 小町から大きな町へ 
【背景】 
小町の館は稼働率が低く、体験活動も主にそば打ちのみ
である。交通アクセスが悪く、土浦駅から車で 30 分であ
り、バス等の交通機関もないような立地である。しかし、
小町の館の北には宝篋山麓の森林があり、農林業を体験
するポテンシャルを有している。小町の館付近は豊かな
自然に恵まれており、この立地上の特性を活かすことが
求められる。 
【提案】 
小町の館を総合的にプロデュースし、周辺で様々な選択
肢を持ち回遊性を高める。①小町の館や朝日展望公園周
辺での林業体験を活性化②農業体験を小町の館周辺で実
施し、収穫物を調理するイベントの開催③バスを設置し
て、各地から小町の館を結ぶなど、デマンドタクシーの
役割も担わせることを提案する。①については県南農林
事務所と協力して PR を強化する。協力することで小町
の館周辺の国有林を管理しやすくなり、市民により身近
な存在となる。小中学生は、年間を通して林業体験に従
事し、伐採や木工体験を通じて林業に実際に触れられる。
③については現在土浦市で行われている公共施設予約シ
ステムで公民館等の施設と同様に予約を可能にする。バ
スの予約を日時や場所を詳細に予約できるようにし、利
用者が分かりやすい予約方法を採用する。これにより、
市民、特に今後交通弱者が増加すると考えられる新治地
区の住民の交通の便を向上させる。 
【効果】 
土浦にある自然を知るという点で注目されていない林業
を知る機会の増加が考えられる。また、森林の放棄は環
境への悪影響が大きくなるものであり、それらを市民が
知る機会を提供する場所となることができる。定期的に
小中学生が農業・林業体験を行うことにより森林資源や
自然環境について、実際の経験を踏まえた教育をするこ
とができる。また、市民にとっても気軽にバラエティの

ある体験ができるようになり、小町の館利用者の増加が
考えられる。新治地区の住民に対してもバスを整備する
ことによって将来的に考えられる交通弱者へのサポート
も可能になる。20 年のスパンで見ると、将来的な農林業
の担い手の発掘や市民が参画するまちづくりの第 1 歩に
なり得る。 

      図 4 小町の館と森林位置 
【課題】 
まず、新治という立地上の問題がある。農業体験やそば
打ち体験をできる施設は近年関東地区でも増加傾向にあ
る。すなわち地域の特色を前面に押し出す。ていかなけ
れば他の施設に埋もれることになる。これを踏まえると、
小町の里はパラグライダー体験、林業体験という独特な
体験が揃うこととなる。次に、樹木の伐採の需要が極端
に多いと適切な森林の維持が不可能だ。本提案の目的は
林業により森林を適正管理し、周辺一帯の魅力を高める
ことだ。そのため、年度ごとに適切な伐採量を定めるこ
とが求められる。加えて、この国有林は 3 市（つくば市、
石岡市）にまたがっているため、他 3 市と協力する必要
がある。また、対象の国有林の管理主体は茨城県である
ため、県との関わり方を改めて考える必要がある。
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4.4 霞ヶ浦レイクリング
【背景】 
 土浦市には国内第二位の湖沼面積を誇る霞ケ浦をはじ
め、桜川などの水辺環境が豊富に存在している。かつて
は泳げる湖として市民にも親しまれていた霞ケ浦も
1960 年代から水質汚濁が進んだことで、現在では日常で
の市民との関わりが少なくなっている。一方で、霞ケ浦
を一周するりんりんロード、霞ケ浦総合公園など土浦市
の資源として、多くのポテンシャルを秘めており、「市民
満足度調査」からもさらなる水辺の活用が期待されてい
る。なかでも霞ケ浦総合公園周辺は立地上、水辺の環境
に恵まれておりその眺望の良さなどを活かすことでさら
なる活用の可能性が大いにあると考えられる。また、
2018 年 3 月に日本最大級のサイクリングリゾート
「PLAYatre」が土浦駅に誕生することが決まっており、
霞ケ浦総合公園沿いのりんりんロードの利用者増加も見
込まれる。以上から霞ケ浦地区では地域住民とサイクリ
ストを主な対象に、霞ケ浦総合公園周辺が「ひと」と「水
辺」が繋がる場となり、霞ヶ浦が地域資源としてさらに
活用されることを目指す。 
【提案】 
 「霞ヶ浦レイクリング」という提案を掲げる。この提
案の軸は大きく二つに分けられる。 
① 「レイク（湖）×サイクリング（自転車）」 

自転車歩行者道の整備を行う。図 5 の点線が既存のり
んりんロードであるが、本提案では赤い線で示す道路を、
塗装（ゴムチップ）整備することで、サイクリストや歩
行者の通行を促し、今後増加が見込まれるサイクリスト
を対象に霞ヶ浦の景観を活かす。提案道路の沿道には、
土浦市の花きを植えサイクリストおよび歩行者にとって、
水辺の自然を身近に感じられるような環境整備を行う。     

                        

 
図 6 整備後イメージ 
 

図 5 
 

② 「レイク（湖）×RING（つながり）」 
湖畔でのオープンカフェの設置である。平成 23 年に

「河川空間のオープン化の特例」が施行され、河川敷地

を利用し、水辺空間の積極的な利用が高まってきている。
図 5 の赤丸で示す敷地にオープンカフェを設置すること
で、市民やサイクリストをはじめとした来訪者に交流の
場を提供する。なお、Park-PFI の制度を用いることで、
公募で選定された民間事業者により公園内の整備とオー
プンカフェの運営を一貫して行うことで、公園全体の魅
力度向上を目指す。 

    図 7 オープンカフェイメージ 
 
【効果】 
① 市民への効果 
 湖畔をカフェなどの憩いの場として整備することで、
市民同士のつながりの場となる。また、湖畔の近くにオ
ープンカフェができることで、市民の水辺環境に対する
意識や愛着が生まれことが期待できる。 
② サイクリストへの効果 
 今回行う道路整備とオープンカフェの設置により、り
んりんロードの一つの立ち寄り所として魅力が高まり、
サイクリング中に良好な景観を望めるようになる。 
③ 市への効果 
 これまで公共空間として、活用があまりされてこなか
った土地が民間業者により活用されることで、公共資産
の有効活用による歳入増が期待できる。また、湖畔での
カフェの設置や道路整備により、霞ヶ浦総合公園周辺全
体での魅力が高まり、それにより、来訪者による公共交
通の利用増加や市民の環境美化意識向上、周辺商業施設
の利用者増加など様々な波及効果が期待できる。 
【費用】 
初期費用 (ウッドデッキ建設費、道路整備費用) 

70,000(千円) 
年間運営費 (除草費)          3,360(千円) 
【課題】 
 本提案におけるオープンカフェを実施するにあたって
民間事業者の参入が実際どの程度見込めるか、という課
題がある。優遇制度の導入などにより解決を図る。 

 
5. まとめ 
これらの重点計画を行っていくことで、土浦市の残した

いものを未来へと繋いでいくことや、土浦市民が繋ぐこ
とが可能なのではないかと考える。 

これから激しく変化するであろう社会で魅力ある都市
として残っていくために、土浦市の「繋がり」を大切に
したい。 
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http://www.totsuka-kiyoshi.net/wordpress/wp-content/uploads/『県政活動

報告書』②.pdf 

10.都市公園の質の向上に向けた Park-PFI 活用ガイドライン 

http://www.mlit.go.jp/common/001197545.pdf 

11.常滑市シルバー人材センター 

http://www.sjc.ne.jp/tokoname/40_meyasu_frame.html 

12.恵那峡再整備基本計画

 

http://www.mlit.go.jp/common/001197545.pdf
http://www.sjc.ne.jp/tokoname/40_meyasu_frame.html

